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倒木・倒竹から列車運行の安全性・定時性を守るために 

 

 

 

 

1 倒木・倒竹による輸送障害 

  線路内に樹木等が倒れると列車に衝撃し、お客さまに被害を及ぼす恐れや列車の脱線、

停電事故、信号トラブル等の原因となる可能性があります。また、倒れた樹木等の撤

去に加え、損傷した地上設備や車両の復旧作業を行う場合があり、運転再開まで時間

がかかり、多くのお客さまにご迷惑をおかけすることがあります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水戸支社管内の倒木・倒竹による輸送障害の発生状況】        （単位：件）  

区間 
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

用地内 用地外 用地内 用地外 用地内 用地外 用地内 用地外 用地内 用地外 

常磐線 

取手～坂元 
0 0 0 0 0 2 2 13 1 4 

水戸線 

小山～友部 
0 0 0 0 0 2 0 4 1 4 

水郡線 

水戸～安積永盛 
0 9 1 12 0 3 0 5 0 7 

合計 0 9 1 12 0 7 2 22 2 15 

 ※運転見合わせ時間が 30分以上のもの 

※台風、大雪による計画運休時の発生件数は除く 

強風や降雪等の自然災害や樹木の衰弱により発生する倒木・倒竹から、列車運行の安全

性・定時性を確保するため、線路沿いの樹木等の伐採に取り組んでいます。 

近年、鉄道用地外からの倒木・倒竹の被害が増加していることから、沿線の用地所有者

の皆さまにおいても線路に近接した樹木等の適切な管理をお願いいたします。 

倒木発生状況 倒竹発生状況 



2 線路沿線樹木等の伐採 

  鉄道用地内の樹木等は点検のうえ、伐採を計画的に行っています。また、これらの点

検などで当社用地外から線路内に倒れる危険性のある樹木等を発見した場合、用地の

所有者の皆さまと協議のうえ、伐採の処置を行っています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 樹木等管理のお願い 

  倒木・倒竹から列車運行の安全性・定時性を守る 

  ために線路に近接する樹木等に関して、用地の所 

  有者の皆さまによる管理をお願いいたします。 

   なお、樹木等の管理をしていくなかで以下の場合 

   は JR東日本へご連絡をお願いいたします。 
 

・線路のそばで伐採を行うとき 

・線路内へ倒れそうな木や竹を発見したとき 

・木の枝や倒れた木、竹が電線に触れているとき 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伐採前 伐採後 


